
世代別の口腔内の状況（全国との比較）
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3歳児う蝕の状況（歯科健康診査結果）（平成26年）

全国平均
17.69%
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平成28年歯科疾患実態調査（全国）

平成26年診療所調査（東京都）

20歳以上の歯肉の状況（4㎜以上のポケットを有する者の割合）（平成26年診療所患者調査及び平成28年歯科疾患実態調査）

3歳児のう蝕のある者の割合は、12.6%であ
り、全国で２番目に少ない。

4㎜以上のポケットがある者の割合は、20歳から34歳までは、
全国の割合を下回るかほぼ同様の割合である。35歳を過ぎる
と、すべての年齢層で全国を上回っている。
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歯肉に炎症がある者の割合（12歳）

口腔内の状況（全国との比較）

全国平均
4.05%
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歯肉に炎症がある者の割合（17歳）

全国平均
4.79%

12歳で歯肉に炎症があり専門医による診断が必
要とされた者は3.1%であり、全国平均を下回る。

17歳で歯肉に炎症があり専門医による診断が必
要とされた者は5.0%であり、全国平均を上回る。
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